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森林法(昭和26年6月26日付 法律第249号)に基づき、地域森林計画書を変更する。 

 なお、地域森林計画の変更は、令和 5 年 4 月 1 日にその効力を生ずるものとする。 

 

 

 変更理由 

① 森林の転用、編入等に伴う計画の対象とする森林の区域と面積の変更 

② 特に効率的な施業が可能な森林の設定基準、森林の整備に関する事項の記

載の追加 
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計画事項のうち下線で示した項目の内容について変更する。また、計画事項に変

更のないものは掲載を省略している。 
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Ⅱ 計画事項 
第１ 計画の対象とする森林の区域 

  市町村別森林面積                                        （単位：ha） 

区       分 面       積 

佐 久 管 内 小 諸 市 2,179 増  0ha 

 佐 久 市 20,449 増   0ha 

 小 海 町 7,360 減  -0ha 

 佐 久 穂 町 11,297 増  0ha 

 軽 井 沢 町 2,933 減  -0ha 

 御 代 田 町 1,469 減  -0ha 

 立 科 町 3,369  

 川 上 村 13,452 減  -0ha 

 南 牧 村 6,316 増  1ha 

 南 相 木 村 3,814 増  0ha 

 北 相 木 村 3,754  

 計 76,394 増   1ha 

上 田 管 内 上 田 市 27,107  

 東 御 市 1,923  

 長 和 町 7,602 減  -2ha 

 青 木 村 3,695  

 計 40,327 減  -2ha 

計 画 区 総 数 116,721 減  -1ha 

注）１ 森林計画の対象とする森林の区域は、森林計画図において表示する区域内の民有林とする。 

   ２ 森林計画図は、千曲川上流森林計画区に含まれる地域の市役所、町村役場及び長野県林務部森林政策課、

佐久地域振興局、上田地域振興局において閲覧できる。 

３ 面積は四捨五入のため各項の加算値と総数は必ずしも一致しない。 

４ 増減面積が 1ha 未満の場合、備考に 0ha にて記載とする。 

５ 森林計画の対象とする森林の区域は、次の(1)～(3)までの事項の対象となる。 

 (1) 森林法（昭和 26 年法律第 249 号）第 10 条の 2 第 1 項の開発行為の許可（保安林及び保安施設地区の区

域内の森林並びに海岸法（昭和 31 年法律第 101 号）第 3 条の規定により指定された海岸保全区域内の森林

を除く。） 

(2) 森林法第 10 条の 7 の 2 第 1 項の森林の土地の所有者となった旨の届出 

(3) 森林法第 10 条の 8 第１項の伐採及び伐採後の造林の届出（保安林及び保安施設地区の区域内の森林を

除く。） 
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【計画の対象とする森林の区域図】 
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第２ 森林の整備及び保全の方針等 

１～２（中略） 

３ 木材の生産機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林の区域の基準及

び当該区域における森林施業の方法 

(1) 区域の設定基準 

【表 2-5】木材生産機能維持増進森林の設定基準 

機能区分 設定基準 設定区域 

木材生産機能維持増進 
① 林小班単位で

設定する。 

① 森林経営計画策定森林 

② 地利級の良い森林 

③ 地位の良い森林 

④ その他木材生産を積極的に行う森林 

 

(2) 特に効率的な施業が可能な森林 
【表2-6】特に効率的な施業が可能な森林の設定基準 

機能区分 設定基準 設定区域 

特に効率的な施業が可能

な森林 

木材等生産機能

維持増進区域の

うち林小班単位

で設定する。 

次の①～⑤すべてに該当する森林 

① 人工林が過半 

② 地位３以上の森林が過半 

③ 平均傾斜が30度以下 

④ 道から小班の距離が200ｍ以内 

⑤ 制限林は除外 

※ これらの条件に準ずると市町村長が判 

断した箇所 

     なお、特に効率的な施業が可能な森林の区域における人工林の主伐後においては、原則として、植栽に

よる更新を図ることとします。 
 

(3) 施業の方法 （略） 
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第３ 森林の整備に関する事項 

１ 伐採（略） 

２ 造林 

  造林については、裸地状態を早期に解消して公益的機能の維持を図るため、更新されるべき

期間内に行うものとし、その方法については、気候、地形、土壌等の自然条件等に応じて、人工

造林又は天然更新によるものとします。特に、天然更新には不確実性が伴うことから、現地の状

況を十分確認すること等により適切な更新方法を選択し、植栽によらなければ適確な更新が困

難な森林においては、人工造林による更新を図ることとします。伐採後に適確な更新が図られて

いない伐採跡地については、それぞれの森林の状況に応じた方法により早急な更新を図りま

す。 

  なお、市町村森林整備計画における造林に関する事項は、以下の内容を参考に造林を行う際

の規範として定めるものとします。 

 

(1) 人工造林 

① 人工造林の対象地 【表 3-5】 

人工造林対象地 

木材生産の適地 

特に効率的な施業が可能な森林 

森林の有する多面的機能の発揮が必要な土地 

植栽によらなければ適確な更新が困難な森林 

 

② 人工造林の対象樹種及び植栽本数 

人工造林については、植栽によらなければ適確な更新が困難な森林や公益的機能の発

揮の必要性から植栽を行うことが適当である森林のほか、特に効率的な施業が可能な森

林等の木材等生産機能の発揮が期待され、将来にわたり育成単層林として維持する森林

において行う。 

人工造林樹種は、地形、地質、土壌、周辺の森林分布等を勘案し、適地適木を基本と

するとともに、木材需要に配慮した樹種を選定することとします。 

なお、樹種の選定にあたっては、事業対象地域に分布、生育する樹種は、土壌条件や

傾斜、水分状況等により植栽予定地と周辺とで必ずしも一致するとは限らないので注意

が必要であり、適地適木の前提に従って、それぞれの環境に適合する樹種を選定するも

のとします。 

また、苗木の選定については、少花粉スギ等の花粉症対策に資する苗木の増加に努め

ることします。 

また、特定苗木（成長に優れたエリートツリー）や少花粉スギ等の花粉症対策に資す

る苗木の選定に努めるとともに、適切な再造林を図っていくため、森林施業の合理化や

省力化等の観点から一貫作業システムや低密度植栽の導入を推進することとします。 

対象樹種とその植栽本数は、表３－６を基準とします。 
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【表３－６】人工造林樹種及び植栽本数一覧表 

樹  種 スギ ヒノキ アカマツ カラマツ 
その他 

針葉樹 
広葉樹 

植栽本数 

（ha 当たり） 
3,000 本 3,000 本 3,000 本 2,300 本 3,000 本 3,000 本 

注）１ 上記本数を基準とするが、苗木や品種の特性等を総合的に勘案し植栽本数を決定することとする。 

２ 育成複層林施業における下層木の植栽本数は、上記の基準に伐採率を乗じて得られる本数を目安と

し、天然生稚幼樹の発生状況に応じて調整することとする。 

 

  ③ 人工造林の標準的な植栽方法（略） 
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